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「おいしいおもちができました !!」

特集１　新年のご挨拶

特集２　決算報告



市民協働による
まちづくりに取り組みます

多様な民意を反映した
議会運営に努めてまいります

新年のごあいさつ

行 政
串間市長

野辺修光

議 会
串間市議会議長

門田国光

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
に
お
き
ま
し
て
は
昨
年
末

の
衆
議
院
議
員
の
解
散
総
選
挙
に
よ
り
、

党
の
枠
組
み
や
勢
力
が
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
新
政
権
に
は
デ
フ
レ
脱
却
を

課
題
と
し
た
経
済
対
策
を
は
じ
め
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
外
交
問
題
な
ど
の
諸

課
題
を
早
急
に
解
消
し
、
国
民
の
安
心
・

安
全
な
生
活
を
守
る
た
め
の
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
切
に
願
っ

て
お
り
ま
す
。

今
日
の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、
昨

年
は
当
市
に
と
り
ま
し
て
は
た
い
へ
ん

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
福
島
中
学
校
弓
道
部
女
子

団
体
の
全
国
制
覇
で
あ
り
ま
す
。
並
み

居
る
強
豪
校
を
下
し
て
の
優
勝
に
た
い

へ
ん
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
の
活

躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
当

市
の
和
牛
４
頭
を
含
む
宮
崎
県
代
表

牛
の
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
２
連
覇
で

あ
り
ま
す
。
口
蹄
疫
の
苦
難
を
乗
り
越

え
て
の
連
覇
は
、
当
市
の
畜
産
業
の
さ

ら
な
る
飛
躍
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

で
あ
り
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

わ
た
く
し
は
平
成
23
年
５
月
に
議
長

職
に
就
き
ま
し
て
２
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
平
成
24
年
５
月
に
は
全
国
市
議
会

議
長
会
地
方
行
政
委
員
長
に
就
任
し
、

全
国
の
地
方
の
実
情
を
代
表
し
て
国
政

に
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
の
吉
田
沙
保

里
選
手
、
伊
調
馨
選
手
の
３
連
覇
を
は

じ
め
、
史
上
最
多
の
メ
ダ
ル
獲
得
は
国

民
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

串
間
市
に
お
き
ま
し
て
も
和
牛
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
称
さ
れ
る
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
に
お
い
て
、
串
間
市
の
和
牛

を
含
む
宮
崎
県
代
表
が
史
上
初
の
２
大

会
連
続
日
本
一
を
達
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
福
島
中
学
校
弓
道
部
女
子
団

体
の
全
国
制
覇
は
輝
か
し
い
栄
冠
で
あ

り
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
衷
心
よ
り
感

謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

国
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
末
の
衆

議
院
解
散
総
選
挙
に
お
い
て
自
由
民
主

党
が
圧
勝
し
、
政
権
が
交
代
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
新
政
権
に
は
経
済
・

敬
意
を
表
し
、
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
九
州
電
力
と
九
電
工
が
当

市
で
の
風
力
発
電
事
業
を
目
的
と
し
た

事
業
会
社
の
設
立
お
よ
び
環
境
影
響
評

価
に
着
手
す
る
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
域
の
特

性
を
活
か
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
早
期
実

現
に
向
け
全
面
的
に
支
援
・
協
力
を
行
っ

て
ま
い
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
は
今
日
ま
で
、
非
常
に
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

自
立
の
道
を
真
っ
直
ぐ
に
見
据
え
、
市

民
の
目
線
か
ら
地
域
の
問
題
を
解
決
し

て
い
く
こ
と
を
信
条
に
し
、
市
民
と
の

協
働
を
大
切
に
し
な
が
ら
市
政
運
営
に

鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
第
五
次
長
期
総
合
計
画
と
の

整
合
を
図
り
な
が
ら
、
す
べ
て
の
事
務

事
業
を
見
直
し
「
選
択
と
集
中
」
の
理

念
の
下
、
重
点
的
・
効
率
的
な
施
策
の

展
開
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
方
の
さ
ら
な
る
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て

よ
り
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

雇
用
の
再
建
を
は
じ
め
、
外
交
の
安
定

化
、
更
に
は
地
方
活
性
化
の
た
め
の
政

治
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

串
間
市
は
過
疎
化
、
少
子
・
高
齢
化

が
進
行
し
、
人
口
が
減
少
し
て
お
り
ま

す
が
、
雇
用
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
再
生
の
確
立
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
農
林
水
産
業
に
お
け
る

６
次
産
業
化
や
都
井
岬
、
幸
島
、
串
間

温
泉
、
日
南
串
間
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
、
イ

ル
カ
ラ
ン
ド
の
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
、

さ
ら
に
は
串
間
市
の
特
性
を
活
か
し
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
導

入
な
ど
、
実
行
あ
る
計
画
を
期
待
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
日
の
地
方
行
政
は
、
地
方
分
権
一

括
法
に
よ
り
、
新
し
い
地
方
主
体
の
時

代
を
迎
え
て
お
り
、
そ
の
果
た
す
べ
き

役
割
や
責
務
は
重
要
性
を
増
し
て
き
て

お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、「
市
民
に
信
頼

さ
れ
、
役
立
つ
議
会
づ
く
り
」
を
基
本

理
念
と
し
た
議
会
基
本
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
串
間
市
の
活
性

化
に
向
け
、
更
な
る
努
力
を
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
幸
せ
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
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串
間
市
の
財
政
事
情
を

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
の
決
算

額
は
、
歳
入
総
額
１
１
、
９
０
０
、

２
５
５
千
円
（
対
前
年
度
比
１
・

６
％
増
）
に
対
し
、
歳
出
総
額 

１

１
、
４
５
９
、
５
８
７
千
円
（
対

前
年
度
比
０
・
１
％
増
）
と
な
り
、

差
引 

４
４
０
、
６
6
８
千
円
、
実

質
４
４
０
、
０
８
１
千
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
治
体
の
財
政
状
況
を

示
す
数
値
、
経
常
収
支
比
率
は
９

１
・
０
％
、
公
債
費
負
担
比
率
は

１
６
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

予
算
の
効
率
的
な
執
行
に
努
め
、

公
営
住
宅
整
備
事
業
、
緊
急
雇
用

創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金
事
業
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
の
決
算
額
の

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

歳 入
総額119億0,025万5千円

市税
16億2,064万5千円（13.6％）

地方交付税
53億3,673万6千円
（44.8％）

国庫支出金
13億1,789万8千円
（11.1％）

県支出金
11億6,611万円
（9.8％）

その他
7億1,492万7千円（6.0％）

市債
10億1,749万2千円
（8.6％）

諸収入
2億4,179万5千円
（2.0％）

繰入金
2億607万円
（1.7％）

使用料及び手数料
1億4,172万円
（1.2％） 分担金及び負担金

1億3,686万2千円（1.2％）

わ
た
し
た
ち
の
税
金
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
関
心
を
持
っ
て
、

よ
り
よ
い
串
間
市
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

科　目 内　容
（行政では）

内　容
（家庭では）

一人当たり
の支出額（円）

土
木
費

都市 計画 整 備、道 路、
橋りょう、河川、公園な
どの整備にかかる経費

家屋などの
増改築 44,274

教
育
費

小中学校など学校教育
やスポーツ施設、公民
館、図書館など社会教
育にかかる経費

塾の月謝、
習い事など
の経費

37,572

復
旧
費

災
　
害

災害により受けた被害
の復旧にかかる経費

台風などに
よる家屋な
どの補修費

2,822

公
債
費

市が借り入れた市債の
元金や利子の返済分

ローンの
返済 66,139

そ
の
他

議会運営にかかる経費
や、消防にかかる経費
など

その他 26,128

（支出総計 550,703 円）

●串間市の歳出（目的別）を家庭に置き換えてみると…

科　目 内　容
（行政では）

内　容
（家庭では）

一人当たり
の支出額（円）

総
務
費

庁舎、広報、徴税費、
戸籍・住民基本台帳
費、選挙などの経費

生活費 77,447

民
生
費

障害者、高齢者、児童、
生活保護など社会福
祉の経費

老人ホーム・
保育園費 181,732

衛
生
費

市民の健康保持（健
診事業）など保健衛
生やゴミ・し尿処理な
どにかかる経費

医療費など 57,076

産
業
費

農
林
水

農業、林業、畜産業
などにかかる経費 その他 29,912

商
工
費

商業や工業、観光振
興などにかかる経費 その他 27,601

科　目 内　容（行政では） 内　容（家庭では）

市　　税 市民税・固定資産税・たばこ
税など

給　料

使用料及
び手数料

福祉施設の利用に伴う負担
金や災害復旧費分担金など
市営住宅や施設の使用料、戸
籍や諸証明などの手数料、ご
み処理などの手数料

地　　方
交 付 税

市の財政力に応じて国から交
付される税金

親の援助 自由に使えるお金

国　　庫
支 出 金

市が行う事務事業に対する国
からの負担金や補助金 使い道の決められた

お金
県支出金 市が行う事務事業に対する

県からの負担金や補助金

繰 入 金 基金からの繰入金や介護保険
特別会計などからの繰入金 預金の取り崩しなど

諸 収 入 貸付金の元利収入など その他の収入

市　　債 大きな事業を行うときに借り
るお金 ローンの借り入れ

●串間市の歳入を家庭に置き換えてみると…

歳
入
と
歳
出
を
目
的
別
に

家
庭
に
置
き
換
え
て
み
る
と

地方自治法第243条の3第1項及び串間市「財

政事情」の作成及び公表に関する条例の規定

に基づき、平成23年度決算状況並びに平成24

年度上半期（平成24年4月1日〜平成24年9

月30日）の財政事情を次のとおり公表します

お
知
ら
せ
し
ま
す

Statement  of  accounts information

商工費
5億7,433万1千円
（5.0％）

土木費
9億2,130万
6千円（8.0％）

公債費
13億7,629万1千円
（12.0％）

災害復旧費
5,872万8千円
（0.5％）

教育費
7億8,184万
4千円（6.8％）

農林水産業費
6億2,244万7千円（5.4％）

歳 出
総額114億5,958万7千円

総務費
16億1,158万8千円（14.1％）

民生費
37億8,165万8千円
（33.0％）

衛生費
11億8,769万2千円（10.4％）

その他
5億4,370万2千円（4.8％）

■
平
成
23
年
度

決
算
概
要
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平成24年度　上半期予算執行状況
■歳入歳出予算執行状況

区　　　分 予算現額（千円）収入済額（千円）収入率（％）支出済額（千円）執行率（％）
一 般 会 計 11,550,320 5,864,642 50.8 4,593,752 39.8

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国 民 健 康 保 険
（事業勘定） 3,660,896 1,628,976 44.5 1,481,770 40.5

後期高齢者医療 658,757 285,131 43.3 211,845 32.2
簡 易 水 道 211,721 102,027 48.2 55,668 26.3
農業集落排水事業 40,986 22,002 53.7 16,797 41.0
公共下水道事業 203,586 67,040 32.9 55,567 27.3
漁業集落排水事業 2,566 1,345 52.4 974 38.0
物 品 77,043 30,082 39.0 28,945 37.6
介 護 保 険

（事業勘定） 2,522,024 1,206,724 47.8 988,913 39.2

介 護 保 険
（サービス事業勘定） 25,751 13,673 53.1 8,575 33.3

市 木 診 療 所 63,686 23,502 36.9 22,908 36.0
小 計 7,467,016 3,380,502 45.3 2,871,962 38.5
合　　　計 19,017,336 9,245,144 48.6 7,465,714 39.3

（平成24年9月30日現在、平成23年度からの繰越事業を含む）

■一般会計予算執行状況

歳
　
　
　
入

区　　　　分 予算現額（千円） 収入済額（千円） 収入率（％）
市 税 1,559,587 881,566 56.5
地 方 交 付 税 5,145,419 3,497,364 68.0
国 庫 支 出 金 1,411,002 492,668 34.9
県 支 出 金 1,090,484 221,280 20.3
繰 入 金 331,996 0 0.0
諸 収 入 202,973 30,721 15.1
市 債 1,168,731 13,400 1.1
そ の 他 640,128 727,643 113.7
合 計 11,550,320 5,864,642 50.8

歳
　
　
　
出

区　　　　分 予算現額（千円） 執行済額（千円） 執行率（％）
総 務 費 1,276,741 495,206 38.8
民 生 費 4,043,103 1,846,339 45.7
農林水産業費 781,202 240,272 30.8
土 木 費 870,498 285,634 32.8
教 育 費 810,311 337,733 41.7
災 害 復 旧 費 255,569 16,915 6.6
公 債 費 1,279,318 536,901 42.0
そ の 他 2,233,578 834,752 37.4
合 計 11,550,320 4,593,752 39.8

■公営企業会計（24 年度上半期） （単位：円）
区　　　　分 予算額 執行済額 執行率（％）

水
道
事
業

収
益
的

収 入 377,806,000 183,325,040 48.52 
支 出 371,855,000 145,148,546 39.03 

資
本
的

収 入 479,154,000 0 0.00 
支 出 652,100,000 469,280,090 71.96 

市
民
病
院

収
益
的

収 入 1,810,845,000 865,520,561 47.80 
支 出 1,810,845,000 872,368,518 48.17 

資
本
的

収 入 118,057,000 118,057,000 100.00 
支 出 200,778,000 112,804,720 56.18

平成23年度　決算状況
区　　　分 支出済額（千円） 構成比（％） 市民1人当り（円） 区　　分 支出済額（千円）構成比（％）

人 件 費 2,158,780 18.8 103,742 
義務的経費 5,629,072 49.1扶 助 費 2,094,001 18.3 100,630 

公 債 費 1,376,291 12.0 66,139 
物 件 費 1,667,291 14.6 80,124 

そ　の　他 4,328,226 37.8 
補 助 費 等 665,531 5.8 31,983 
積 立 金 267,050 2.3 12,833 
繰 出 金 1,414,443 12.3 67,973 
投資・出資・貸付等 313,911 2.8 15,085 
普通建設事業費 1,463,213 12.8 70,316 

投資的経費 1,502,289 13.1 
災害復旧・失業対策 39,076 0.3 1,878 

合　　　計 11,459,587 100.0 550,703 合　　　計 11,459,587 100.0

■一般会計性質別内訳

■市債の状況
区　　　分 借入残高（千円） 構成比（％）

土 木 債 1,161,618 11.9
教 育 債 361,857 3.7
過 疎 債 2,583,427 26.4
農林水産業債 294,532 3.0
災 害 復 旧 債 187,230 2.0
衛 生 債 125,481 1.3
公 営 住 宅 債 346,104 3.5
そ の 他 4,714,053 48.2
合　　　 計 9,774,302 100.0

■市有財産の現在高
区　　　分 数量および金額

土 地 3,584,679.84㎡
建 物 137,458.49㎡
山 林 1,002.51ha
有 価 証 券 1,915 千円
出資による権利 57,218 千円
債 権 95,000 千円
物 権 50,985 千円
基 金 3,202,480 千円

■公営企業会計
区　　　分 金　　額（円）

水
道
事
業

収
益
的

収入（税抜き） 309,107,095 
支出（税抜き） 360,583,754 

資
本
的

収入（税込み） 341,681,000 
支出（税込み） 454,820,512 

市
民
病
院

収
益
的

収入（税抜き） 1,810,525,580
支出（税抜き） 1,776,698,037

資
本
的

収入（税込み） 118,057,000
支出（税込み） 200,776,096

【水道】
資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額 113,139,512
円 に つ いて は、 当 年 度 分 消 費 税 等 資 本 的 収 支 調 整 額
12,489,266 円、過年度分損益勘定留保資金 100,650,246 円
で補てんした。

【病院】
資本的収入額が資本的支出額に不足する額 82,719,096 円は、
過年度分損益勘定留保資金 82,641,004 円及び当年度分消費
税及び地方消費税資本的収支調整額 78,092 円で補てんした。

■特別会計
区　　　分 収入済額 支出済額

国民健康保険特別会計（事業勘定） 3,688,785 3,446,051 
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 612,478 609,461 
簡 易 水 道 特 別 会 計 183,191 182,885 
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 36,641 36,304 
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 199,866 198,707 
漁 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 3,027 2,890 
物 品 特 別 会 計 50,435 50,435 
介 護 保 険
特 別 会 計

事 業 勘 定 2,375,871 2,347,912 
サービ ス事 業 勘 定 26,755 26,393 

市 木 診 療 所 特 別 会 計 63,489 58,641 
合　　計 7,240,538 6,959,679

（単位：千円）

Statement  of  accounts information市 政 ニ ュ ー ス

ま
ち
づ
く
り
の
ス
テ
ー
ジ

市
民
・
企
業
・
行
政
な
ど
が

ひ
と
つ
の
会
場
に
集
い
、
商
談

会
形
式
で
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
、「
く
し
ま
市

民
協
働
商
談
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。 

出
番
で
す
よ
！

こ
の
ま
ち
に
お
い
て
、「
こ
う

し
た
い
！
」「
こ
う
し
た
ほ
う
が

い
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
思

い
を
、
同
じ
思
い
を
持
っ
た
人
と

出
会
い
、
共
に
形
に
し
て
い
く
の

が
こ
の
協
働
商
談
会
で
す
。

「
自
治
会
で
こ
ん
な
こ
と
に

ま
ち
づ
く
り
！
す
っ
か
い
！

困
っ
て
い
る
」、「
子
ど
も
た
ち

に
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
あ
げ
た

い
」、「
地
域
の
発
展
の
た
め
に

こ
ん
な
こ
と
を
し
た
い
」。

悩
み
や
思
い
を
持
っ
て
い
る

市
民
の
皆
さ
ん
、
出
番
で
す

よ
！
こ
こ
か
ら
「
ま
ち
づ
く

り
」
一
緒
に
は
じ
め
ま
し
ょ
う

●�

日
時
＝
１
月
25
日
（
金
）
午

後
６
時
半
〜
８
時
半

●�

場
所
＝
串
間
市
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
く
し
ま
市

民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
「
パ

ナ
ッ
プ
」
☎
27

−
３
０
７
５

■�

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
。
く
し
ま
市
民
協
働
商
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

男女共同参画について考えました
　11月17日（土）に串間市総合保健福祉

センターで串間市男女共同参画フォーラム

が開かれました。第１部では福岡県男女共同

参画センター前館長の中嶋玲子さんが、『世

代を超え、性別にとらわれず、ともに担う地域

づくり』と題して講演。男女共同参画が必要

となった社会的な背景から自らの体験談まで、

エネルギッシュに語りました。第２部はワーク

ショップ。参加者は数人ずつのグループに分

かれ、男女共同参画について語り合いました。

「ともに担う」という意味で、協働のまちづく

りにおいても大切な視点だと感じました。

センター長の岩下です。
はかまを着るのは七五三ぶり（笑）
昨年は多くのまちづくり
相談をいただきました。
今年もいくぞーーー！！
センターのfacebookページも
元気に稼動中！
みんな見てね！

あけまして
おめでとうございます。

協働ニュース
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楽
11月のふれあい参観での一時預かり保育の様子。赤ちゃんのあやし方も手慣れたもの。

T
H

E
 

S
L

O
W

 
L

I
F

E

何
か
の
お
役
に
立
ち
た
い

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
づ

く
り
の
奉
仕
活
動
を
し
て
い
る
串
間
地

区
更
生
保
護
女
性
会
（
森
本
明
子
会
長
）

の
皆
さ
ん
。
そ
の
活
動
は
道
路
花
壇
の

草
取
り
や
無
人
駅
の
お
手
洗
い
の
清
掃
、

高
齢
者
へ
の
声
か
け
や
子
ど
も
た
ち
の

登
下
校
の
見
守
り
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。

今
回
は
、
福
島
支
部
と
上

町
支
部
の
皆
さ
ん
が
合
同
で

活
動
し
て
い
る
『
福
島
小
一

時
預
か
り
保
育
』
の
取
り
組

み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
孫
は
も
う
大
き
い
の
で
、
小
さ
な
子

ど
も
の
お
世
話
は
久
し
ぶ
り
。
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
同
会

副
会
長
で
、
一
時
預
か
り
保
育
の
活
動

に
参
加
し
て
い
る
高
原
厚
子
さ
ん
。
豊

か
な
経
験
と
奉
仕
の
心
で
地
域
の
子
ど

も
た
ち
を
温
か
く
見
守
り
ま
す
。

活
動
を
始
め
た
の
は
５
年
ほ
ど
前
。

「
福
島
小
学
校
か
ら
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
持
つ
親
御
さ

ん
が
参
観
や
入
学
式
に
参
加
し
や
す
い スロー

ライフ
名人に学ぶ
Kushima slow Life

よ
う
に
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
」
と

高
原
さ
ん
。「
そ
れ
な
ら
地
域
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
お
世
話
し
ま
し
ょ
う
」
と
年

３
回
ほ
ど
、
校
内
の
記
念
館
で
子
ど
も

た
ち
を
預
か
っ
て
い
ま
す
。
床
に
は
畳

を
敷
き
、
預
か
り
証
を
発
行
す
る
な
ど

安
全
面
に
も
配
慮
。
玩
具
類
や
文
具
品

な
ど
は
高
原
さ
ん
が
持
参
し
、

会
員
の
皆
さ
ん
も
歌
や
手
遊

び
で
子
ど
も
た
ち
を
和
ま
せ

ま
す
。「
参
観
率
も
か
な
り
上

が
り
ま
し
た
。
保
護
者
の
方

に
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
」
と

永
友
裕
ゆ
た
か

校
長
。

思
い
や
り
の
気
持
ち
で
奉
仕
活
動
を

続
け
て
い
る
串
間
地
区
更
生
保
護
女
性

会
の
皆
さ
ん
。
地
域
の
母
の
深
き
懐
で

今
日
も
み
ん
な
を
笑
顔
に
し
ま
す
。

串
間
地
区
更
生
保
護
女
性
会
の
み
な
さ
ん

串間地区更生保護女性会
副会長

高原厚子さん
『エコでお金をかけない』を

基本に奉仕活動しています。
チラシで作ったメモなどを
保育園に寄贈しています。

笠祇小学校

中村富英校長
子どもたちには貴重な経験。
小さな学校ならではの地域
とのつながりを感じながら
育ってほしいですね。

T
H

E
 

S
L

O
W

 
F

O
O

D

笠
祇
小
学
校『
収
穫
祭
』

『
い
ね
か
り
は
大
変
だ
け
ど
後
か
ら

は
み
ん
な
が
た
べ
る
お
い
し
い
お
も
ち
』。

こ
の
短
歌
は
笠
祇
小
の
『
収
穫
祭
』
で
児

童
が
詠
ん
だ
も
の
で
す
。
こ
の
行
事
は
子

ど
も
た
ち
が
稲
か
ら
育
て
た
米
で
も
ち
つ

き
を
す
る
と
い
う
も
の
。
笠
祇
小
で
は
以

前
か
ら
地
元
の
人
の
畑
を
借
り
て
お
米

を
育
て
て
い
ま
す
。
４
月
に

田
植
え
を
し
て
か
ら
世
話
を

し
て
き
ま
し
た
。
初
め
て
田

植
え
を
し
た
子
は
「
泥
ん
こ

の
田
ん
ぼ
に
入
る
の
が
楽
し

か
っ
た
で
す
」
と
、
と
に
か

く
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
う

れ
し
く
て
仕
方
な
か
っ
た
様
子
。

８
月
に
は
稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。
か

ま
を
使
っ
て
の
作
業
は
「
か
ま
で
切
る
の スロー

フード
旬を食べる
Kushima slow food

に
は
コ
ツ
が
あ
り
ま
す
。
お
じ
ち
ゃ
ん
た

ち
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
頑
張
り
ま
し

た
」
と
慣
れ
て
い
る
上
級
生
で
も
大
変

だ
っ
た
そ
う
で
す
。「
地
域
の
皆
さ
ん
に

た
く
さ
ん
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
わ

た
し
た
ち
は
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い

る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
」。
地
域
の
人

た
ち
の
愛
情
を
受
け
な
が
ら
育

て
た
お
米
は
、
収
穫
祭
で
お
い

し
い
お
も
ち
に
姿
を
変
え
ま
す
。

収
穫
祭
で
は
上
級
生
が
下
級
生

に
つ
き
方
や
丸
め
方
を
教
え
て

い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
み

ん
な
の
力
で
作
っ
た
お
い
し
い

お
も
ち
。
口
に
入
れ
る
と
こ
れ
ま
で
の
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
る
よ
う
で
す
。「
ち
い

さ
な
苗
か
ら
お
米
に
な
っ
て
、
最
後
に
は

み
ん
な
が
食
べ
る
お
も
ち
に
な
る
な
ん
て
、

す
ご
い
」
と
感
動
し
た
様
子
。「
た
く
さ

ん
の
野
菜
を
作
る
の
は
も
っ
と
大
変
な
こ

と
。
こ
れ
か
ら
は
い
ろ
ん
な
も
の
を
、
感

謝
し
て
食
べ
た
い
で
す
」。
小
さ
な
お
も

ち
か
ら
、
大
き
な
こ
と
を
学
ん
だ
子
ど
も

た
ち
で
し
た
。

小
さ
な
お
も
ち
が
教
え
て
く
れ
る
も
の

おもちが
出来るまで

みんなで田植え。
転んだ子もいました。 稲刈り。かまも怖くありません。 学校の鉄棒で干しました。

協
力
し
て
も
ち
つ
き
。

9  Kushima City Public Relations, 2013.1, Japan 広報くしま  8



環境のことを考えました

　11月23日、串間市総合保健福
祉センターで第３回串間市環境フェ
アがありました。ふるさとの水辺環
境を守る会（村上正勝会長）が主
催。市内外から約 90 人が参加し、
講演会や浄化液「みずべ愛」の
制作を通して環境について学びま
した。本城在住の竹下主

ちか

之
ゆき

さんと
宮崎市在住のエコロジスト松本英

ひで

揮
き

さんが講演。身近な環境から考
えていくことの大切さを訴えました。

2Scene

福島地区・有明１区在住

清水岩
い わ

美
み

さん

INTERVIEW

小さなことを

新聞を見て参加しました。環境問題につ
いて普段から興味はありますが、なかな
か実践できていないのが現状です。外国
の先進的な事例など感心することが多
かったです。今日の講演を生かして、小さ
なことから実行していきたいと思います。

3Scene

みんなで考えた自殺防止

　12 月4日、地域生活支援セン
ターWing で自殺に関する研修会
が開かれました。前半は「いのち
の大切さ」と題して常照寺住職の
飛永善康さんが講演。続いて宮
崎市在住の市村博史さん・美恵子
さんご夫妻が「息子を亡くして思
うこと」と題して、自身の息子を自
殺で亡くした経験を語りました。約
70 名の参加者は、実際の辛い体
験談に真剣に耳を傾けていました。

日南市在住

藤本祐
ゆ

梨
り

さん

INTERVIEW

寄り添うこと

生活支援員の仕事をしています。普段
からうつ病などの病気の方 と々触れ合う
機会が多いですが、実際に身内を亡く
された方の経験談を聞くことができてよ
かったです。これからも皆さんに寄り添っ
ていけるような仕事をしていきたいです。

重要文化財と音楽の共演

　11 月 23 日、旧吉松家住宅で
コンサート『紅

も み じ

葉の調べ』があり、
70 人が参加しました。当日は
残念ながら雨のため急きょ大広
間での開催に。美しく紅葉した
モミジを飾った特設ステージが
設けられ、風情あふれる空間に
音楽が響き渡りました。軽快な
ジャズが披露されると観客も手
拍子を打ったり、歓声を送る場
面も。秋の夜は更けていきました。

1Scene

福島中１年
西谷太成くん
福島小５年

宮田真
ま さ

希
き

くん

INTERVIEW

演奏がすごい

とても楽しかったです。知らない曲ばか
りだったけど、演奏者の人たちがみんな
上手くてすごいなと思いました。歌って
いるときの表情もコロコロ変わって面白
かった。特にみんなで歌に合わせて手
拍子をしたときは、とても楽しかったです。

エコツーリズムを学ぶ

　12 月８日、アクティブセンターで
第１回串間エコツーリズムシンポジ
ウムがあり、市内外から約 40 名
が参加しました。文教大学の海

かい

津
づ

ゆりえ准教授が「環境時代の観
光、エコツーリズムとは」と題して
講演。質疑では串間での活用法
について参加者も一緒に考えまし
た。貝がら細工などの制作体験
もあり、子どもたちもエコについて
考えるきっかけになっていました。

4Scene

福島地区・泉町在住

神
かん

戸
べ

璃
り

桜
お

華
か

ちゃん

INTERVIEW

かわいいです

おばあちゃんとあそびにきました。かい
をつかってカメさんを３つつくりました。
あしをつけて、きちんとたたせるのがむ
ずかしかったです。おんなのこのおに
んぎょうがかわいかったです。おうちに
もってかえって、たいせつにしたいです。

My Town Topics

まちの話題
市内の話題や出来事などを写真を交えて紹介します。

年末は安全運転心がけて

　12月18日、志布志市と串間市
の合同交通安全キャンペーンが高
松の国道沿いでありました。鹿児
島県の『年末年始の交通事故防
止運動』と宮崎県の『飲酒運転
根絶運動』の一環として 18 年前
から取り組んでいます。両市から
約 80 名が参加しチラシなどを配布。
参加者はドライバーに笑顔で話し
かけ、事故の多くなる年末年始に
向けて交通安全を訴えていました。

5Scene

全共日本一を振り返って

福島地区・笠祇在住

鈴木人
ひ と

美
み

さん

INTERVIEW

感じた臨場感

ユーモアがあってお人柄の良さが表れた
講演。写真や出品者の話から、自分も
一緒に全共に行ったような気分に。これ
からも元気に畜産を続けていきたいと改
めて感じました。皆さんも牛肉をおいしく
食べて、串間の畜産を応援してください。

　12月12日、南那珂地域家畜市
場で平成 24 年度南那珂和牛増頭
推進協議会がありました。今回は
全国和牛登録協会宮崎県支部の
長友明博業務部長が「第 10 回
全国和牛能力共進会を終えて」と
題して講演。約２００名が参加しま
した。「全共優勝は通過点である」
と大会を振り返りながら出品者や技
術員のあいさつも行われ、会場は
改めて日本一の余韻に包まれました。

志布志市交通安全協会

上
う え

畑
は た

静江さん

INTERVIEW

油断大敵です

たくさんの人と話せて楽しかったです。３
回ほど参加していますが、串間市と志布
志市、お互いの活動が分かってすごく張
り合いがあります。運転は小さな油断が
事故につながります。気持ちを引き締め
て、安全運転を心掛けてほしいですね。

6Scene

プラス
まちの話

題 金メダル４個を獲得 ヤギの飼育を学ぶ
11 月に台湾で開かれた『第

17 回アジアマスターズ選手権大
会』で、矢通幸子さん（福島
地区・東町）が４種目（１００m、
やり投げ、砲丸投げ、４×１００m
リレー）で金メダルに輝きました。

12 月１日、本城上千野観光果
樹園でヤギ飼育講習会がありまし
た。九州大学の柿原秀俊さんを
講師に招き、実際にヤギを放牧し
ている体験談から、その習性や具
体的な飼育方法などを学びました。

応援してくれる皆さん
のおかげです

実際に放牧されている
ヤギを見ながら

11  Kushima City Public Relations, 2013.1, Japan 広報くしま  10



市 政 ニ ュ ー ス

◆
保
育
所
と
は

　

保
育
所
は
、
保
護
者
が
就
労

や
病
気
な
ど
に
よ
り
、
家
庭
に

お
い
て
子
ど
も
を
保
育
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
に
保
護
者

に
代
わ
っ
て
保
育
す
る
児
童
福

祉
施
設
で
す
。『
集
団
生
活
を
経

験
さ
せ
た
い
』『
小
学
校
入
学
の

準
備
を
し
た
い
』
と
い
う
理
由

は
入
所
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◆
入
所
で
き
る
条
件
と
は

　

保
育
所
へ
入
所
で
き
る
条
件

は
、
保
護
者
全
員
が
【
表
１
】

に
該
当
す
る
場
合
と
な
り
ま
す
。

　

保
護
者
が
求
職
中
で
あ
る
場

合
、
求
職
活
動
状
況
に
よ
っ
て

保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
必
要

性
を
判
断
し
ま
す
。

◆
入
所
申
込
に
つ
い
て

　

入
所
は
毎
月
１
日
付
け
と
な

り
ま
す
。
入
所
申
し
込
み
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◎�

４
月
入
所
受
付
期
間
＝
１
月

４
日（
金
）〜
２
月
15
日（
金
）

ま
で

◎�

５
月
以
降
の
入
所
申
込
受
付

期
間
＝
入
所
希
望
月
の
前
月

20
日
ま
で

◎�

受
付
場
所
＝
福
祉
保
健
課
子

育
て
支
援
係

◆
提
出
書
類
に
つ
い
て

　

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
は
、

次
の
と
お
り
で
す
（
書
類
①
②

⑤
は
福
祉
保
健
課
子
育
て
支
援

係
で
配
布
し
て
い
ま
す
）。

①
保
育
所
入
所
申
込
書

②
申
告
書
（
世
帯
状
況
調
査
書
）

③�

家
庭
で
保
育
で
き
な
い
こ
と

を
証
明
す
る
書
類

＊�

【
表
２
】で
該
当
書
類
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
保
護
者
１
人

に
つ
き
１
枚
の
提
出
が
必
要
。

④
保
育
料
を
算
定
す
る
書
類

＊�

【
表
３
】で
該
当
書
類
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

＊�

平
成
24
年
１
月
１
日
時
点
で

住
民
登
録
が
市
外
の
場
合
は
、

住
民
登
録
の
あ
っ
た
市
町
村

か
ら
『
平
成
24
年
度
市
町
村

民
税
課
税
証
明
書
』
を
取
得

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
保
育
所
入
所
申
込
確
認
書

　

保
育
所
入
所
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
確
認
の
上
、
確
認
印

平
成
25
年
度
保
育
所
入
所
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

■
入
所
受
付
は
２
月
15
日
ま
で
で
す
。

押
印
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
入
所
決
定
に
つ
い
て

　

提
出
書
類
の
審
査
な
ど
を

行
っ
た
後
、
保
育
に
欠
け
る
程

度
の
高
い
児
童
か
ら
保
育
所
の

定
員
な
ど
に
応
じ
て
順
次
決
定

し
ま
す
。
提
出
書
類
の
不
備
や

提
出
書
類
の
不
足
の
場
合
は
、

入
所
審
査
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

期
限
内
に
書
類
を
す
べ
て
そ

ろ
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●問い合わせ先＝福祉保健課子育て支援係 ☎72−０３３３（内線５０２・５０３）

保護者の条件 状況
居宅外労働 自宅外で働いている。

居宅内労働 自宅内で児童と離れて家事以外の労働を
している。

母親の出産
母親が出産前後である。
＊�入所措置決定期間＝出産予定月の前２カ月
～後７カ月までの10カ月

病気等 病気、負傷または心身に障がいがある。

病人の看護等 病気や心身に障がいのある親族などを常
時看護または介護している。

就学等 昼間に大学、職業訓練校などに通学して
いる。

災害被災 震災、風水害および火災などの復旧に当
たっている。

特例による場合 明らかに保育が欠けると市長が認める場合

【表１】保育所に入所できる児童の保護者の条件

区　　分 必　要　書　類

給与所得者
（パート含む）

平成24年分の源泉
徴収票の写し

確定申告する場合
は、確定申告書（控）
の写し

自営業・農林漁業・
給与所得者で年末調
整をしていない者

平成24年分の確定
申告書（控）の写し
（所得税額がわかる
もの）

市民税申告者（所得
税がかからない者） 市民税申告書の写し

平成24年中配偶者
等の扶養であった者

平成24年分の配偶
者等の源泉徴収票

確定申告書（控）の
写し

※�確定申告書（控）の写しの提出期限は3月18日（月）
とします。

【表３】保育料を算定するための書類

　

11
月
18
日
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
『
こ
ど
も
ま
つ
り
』（
主
催
・

親
子
リ
ズ
ム
子
育
て
の
会
）
が
あ
り
ま

し
た
。
今
回
で
第
３
回
を
数
え
る
同
イ

ベ
ン
ト
。今
年
も
多
く
の
親
子
が
訪
れ
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
赤
ち
ゃ
ん
体

操
、ハ
イ
ハ
イ
競
争
な
ど
、笑
顔
が
い
っ

ぱ
い
に
あ
ふ
れ
た
ま
つ
り
の
様
子
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

親
子
で
遊
ぼ
う
コ
ー
ナ
ー

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
青
年
団
と
福
島
高

校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
担
当
。
手
作
り

の
段
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
機
で
思
い
切
り
遊

び
ま
し
た
。

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
の
握
手
会

　

毎
年
恒
例
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
大
人

気
。
今
回
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
バ
イ
キ

ン
マ
ン
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

「
来
年
は
ド
キ
ン
ち
ゃ
ん
に
も
会
い
た
い

な
ぁ
」
と
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
あ
り
ま
し

た
。親子

で
つ
く
ろ
う
コ
ー
ナ
ー

　

ど
ん
ぐ
り
に
ト
ト
ロ
の
顔
を
描
き
、

板
に
張
り
付
け
て
壁
か
け
を
作
っ
た

り
、
松
ぼ
っ
く
り
で
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た

力
作
に
参
加
者
は
大
喜
び
し
て
い
ま
し

た
。

手
形
・
足
型
コ
ー
ナ
ー

　

毎
年
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
み
に

訪
れ
る
親
子
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
が
慣
れ
た
手
つ
き
で
赤
ち
ゃ
ん

の
手
形
・
足
型
を
取
り
、
身
長
や
体
重

を
測
定
。「
来
年
も
ま
た
担
当
し
ま
す

よ
」
と
自
ら
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

手
形
を
取
っ
た
色
紙
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
親
子
が
思
い
思
い
に
飾
り
つ
け
、
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
し
た
。          

■子育て支援

Parenting 
Support

子育て支援情報

『第３回こどもまつり』
がありました

●
毎年恒例の子どもまつり。

今年も多くの親子でにぎわいました。

13

　今回のこどもまつりは、それぞれが知恵を出し合い、協力して本当の意味でのボランティ

アの取り組みでした。

　子どもたちやお父さんお母さんの笑顔を見ると、絶対この祭りは４回、５回とずっと続けて

いき、串間市の子どもまつりへと発展させるべきだと思っています。

　ご協力くださった市福祉保健課子育て支援係の皆さん、婦人団体、青年団、保育会、

幼稚園、福島高校インターアクトの皆さん、保育士ＯＢの皆さん、本当にご苦労さまでした。

　ありがとうございました。次回もよろしくお願いたします。

イ ン タ ビ ュ ー 親子リズムの会　代表  児玉良子さん

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

※就労証明書の様式は、福祉保健課子育て支援係で配布しています。

家庭で保育できない理由 必要書類
常勤・パート等で働いている
（内定を含む） 就労証明書

自営業を営んでいるまたは
その家族従事者である

就労証明書
＊�仕事内容を記入の上、民生委員
の確認印が必要。

農林漁業を営んでいるまた
はその家族従事者である

就労証明書
＊�仕事内容を記入の上、民生委員
の確認印が必要。

内職している 就労証明書
病気療養中であるまたは病
気等の親族を看護している

診断書
身体障害者手帳等の写し

出産前後である 母子手帳（出産予定日のわか
るもの）の写し

学校、職業訓練校に就学する
または就学する予定である

在学証明書（在籍期間のわか
るもの）

【表２】家庭で保育できないことを証明する書類

13  Kushima City Public Relations, 2013.1, Japan 広報くしま  12



健康マメちしき
H e a l t h  K n o w l e d g e

著：串間市民病院・内科
医師 相良　誠二

年
末
に
さ
し
か
か
り
、
め
っ
き
り
寒
さ
が
厳

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？ 

今
回
は
嘔
吐
・
下
痢
症

に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

毎
年
寒
い
時
期
に
な
る
と
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
嘔
吐
・
下
痢
症
が
流
行
し
ま
す
。
特
に

今
年
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
が
全

国
的
に
猛
威
を
ふ
る
い
、
し
か
も
宮
崎
県
は
今

年
、
一
時
的
に
日
本
一
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行

し
ま
し
た
。
治
療
も
大
事
で
す
が
、
な
に
よ
り

大
事
な
の
は
感
染
し
な
い
た
め
の
予
防
策
で
す
。

手
洗
い

予
防
の
基
本
で
す
。
普
通
は
手
の
ひ
ら
や

指
の
腹
の
部
分
を
よ
く
洗
う
と
思
う
の
で
す
が
、

注
意
す
る
の
は
指
先
、
指
の
間
、
手
首
、
手
の

し
わ
で
す
。
指
先
、
手
の
し
わ
は
手
の
ひ
ら
に

爪
を
立
て
、
手
の
し
わ
に
沿
う
よ
う
な
感
じ
で

洗
い
ま
し
ょ
う
。
指
の
間
は
手
を
組
む
感
じ
に

し
て
洗
い
、
手
首
は
片
方
の
手
で
ね
じ
る
様
に

洗
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
手
洗
い
を
30
秒
行
っ

た
後
、
流
れ
て
い
る
水
で
20
秒
ほ
ど
十
分
に
洗

い
流
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
食
べ
物
を
扱
う
方
は

厳
重
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

消
毒ま

ず
は
食
べ
物
で
す
。
最
も
気
を
つ
け
た

い
の
が
貝
で
す
。
カ
キ
、
ア
サ
リ
、
シ
ジ
ミ
な

ど
殻
が
２
枚
あ
る
２
枚
貝
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を

た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ

の
た
め
こ
の
時
期
は
火
を
通
す
こ
と
が
重
要
で
、

１
分
間
ほ
ど
煮
立
た
せ
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。
ま

た
、
食
べ
物
だ
け
で
な
く
包
丁
、
ま
な
板
な
ど

の
調
理
器
具
や
ス
ポ
ン
ジ
に
も
注
意
が
必
要
で

す
。
火
を
通
せ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
１
分
間
ほ

ど
煮
立
た
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
し
か
し
食

器
洗
い
場
周
囲
や
ふ
き
ん
な
ど
、
火
を
通
す

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
は
消
毒
で
予
防
し
ま
す
。

こ
こ
で
大
事
な
の
は
、よ
く
使
用
す
る
ア
ル
コ
ー

ル
で
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
無
く
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
使
用
す
る
の
が
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
で
す
。
こ
れ
は
漂
白
剤
や
赤
ち
ゃ
ん
の
哺
乳

瓶
消
毒
液
に
よ
く
入
っ
て
お
り
、
か
な
り
薄
め

て
使
っ
て
も
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
死
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
薄
め
方
は
漂
白
剤
、
消
毒
液
の
裏
に
書

い
て
あ
り
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

家
族
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

こ
れ
だ
け
注
意
し
て
い
た
の
に
、
家
族
が
嘔

吐
・
下
痢
症
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
時

期
の
嘔
吐
・
下
痢
症
は
も
の
す
ご
く
感
染
し
や

す
い
と
い
う
困
っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
家
族
の
介
護
を
す
る
間
は
、
い
つ
も
以
上

に
予
防
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

手
洗
い
の
後
に
使
う
タ
オ
ル
は
家
族
全
員
で

共
有
せ
ず
、
自
分
専
用
と
し
て
く
だ
さ
い
。
で

き
れ
ば
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
が
い
い
で
す
。

続
い
て
ト
イ
レ
。
ト
イ
レ
の
掃
除
を
し
な
い

と
い
け
な
い
と
き
、
先
ほ
ど
の
消
毒
液
を
使
っ

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
掃
除
の
と
き
は

消
毒
液
を
も
う
少
し
濃
く
し
て
使
っ
て
く
だ
さ

い
。
大
事
な
の
は
掃
除
を
す
る
と
き
、
手
が

汚
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
を
使
用
す
る

こ
と
と
、
自
分
が
着
て
い
る
洋
服
の
消
毒
で
す
。

掃
除
し
て
い
る
う
ち
に
い
つ
の
間
に
か
洋
服
が

汚
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
い
き

な
り
洗
濯
で
は
ま
っ
た
く
消
毒
に
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
先
ほ
ど
の
薄
め
た
消
毒
液
に
１
時
間

浸
す
か
、
沸
騰
さ
せ
た
お
湯
に
１
分
間
浸
さ
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。
生
地
に
よ
っ
て
は
傷
め
て

し
ま
う
も
の
も
あ
る
の
で
、
掃
除
す
る
と
き
の

洋
服
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
…

こ
の
時
期
の
嘔
吐
・
下
痢
症
が
こ
こ
ま
で
騒

が
れ
る
の
は
、
赤
ち
ゃ
ん
や
高
齢
者
な
ど
で
脱

水
が
ひ
ど
く
な
り
、
最
悪
亡
く
な
る
こ
と
が
あ

る
か
ら
で
す
。
嘔
吐
が
ひ
ど
く
な
け
れ
ば
飲
む

点
滴
（
薬
局
に
売
っ
て
ま
す
）
を
こ
ま
め
に
飲

ん
で
自
宅
で
様
子
を
み
て
い
た
だ
い
て
も
大
丈

夫
で
す
。
し
か
し
吐
き
気
が
ひ
ど
く
て
ま
っ
た

く
飲
め
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
時
は
点
滴
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す

ぐ
受
診
す
る
よ
う
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

Seiji Sagara

い
る
土
の
こ
と
を
描
い
た
作
品
。

妃
利
さ
ん
の
詩
で
も
土
が
大
き

な
意
味
を
持
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。綿

毛
と
な
っ
て
土
か
ら
離

れ
、
空
の
旅
を
終
え
て
行
き
着

く
先
も
、
ま
た
土
の
上
。
懐

か
し
く
て
タ
ン
ポ
ポ
は
眠
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
妃
利
さ
ん

が
詩
の
中
で
一
番
気
に
入
っ

て
い
る
と
こ
ろ
は
「
気
が
つ

い
た
ら
タ
ン
ポ
ポ
に
な
っ
て

い
た
」
の
部
分
。「
土
は
な

ん
だ
か
落
ち
着
く
感
じ
が
し

て
好
き
で
す
。
タ
ン
ポ
ポ
も

土
の
に
お
い
を
嗅
い
で
眠
く

な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
」。
土

か
ら
離
れ
旅
を
続
け
る
タ
ン

ポ
ポ
は
、
も
し
か
し
た
ら
妃

利
さ
ん
た
ち
子
ど
も
の
こ
と

な
の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

第
29
回
神
戸
雄
一
詩
碑
祭
で

大
束
小
４
年
の
竹
原
妃き

利り

さ
ん

（
10
歳
）
の
『
春
の
旅
』
が
特

選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。『
春
の

旅
』
は
タ
ン
ポ
ポ
の
一
生
を
描

い
た
も
の
で
、
綿
毛
か
ら
再
び

タ
ン
ポ
ポ
の
花
に
な
る
ま
で
を

感
性
豊
か
に
描
い
て
い
ま
す
。

タ
ン
ポ
ポ
を
題
材
に
選
ん
だ
理

由
を
聞
く
と
「
何
と
な
く
で
す

が
、
元
気
に
咲
い
て
い
た
タ
ン

ポ
ポ
が
印
象
に
残
っ
て
い
た
か

ら
か
な
」
と
の
こ
と
。

短
歌
や
詩
を
書
く
の
が
大
好

き
と
い
う
妃
利
さ
ん
。
物
語
を

考
え
る
の
が
楽
し
い
と
の
こ
と
。

「
小
説
や
詩
を
よ
く
読
み
ま
す
。

一
番
好
き
な
詩
が
あ
る
ん
で

す
」
と
紹
介
し
て
く
れ
た
詩
は

金
子
み
す
ゞ
の
『
土
と
草
』
で

し
た
。
何
千
万
の
草
を
育
て
て

く
し
ま
っ
こ
紹
介

タ
ン
ポ
ポ
の
長
い
長
い
旅

神
戸
雄一
詩
碑
祭
で
特
選
を
受
賞
し
ま
し
た

今
年
も
嘔
吐
・
下
痢
の
季
節

に
な
り
ま
し
た

用意するもの 分量
ボトル 1000ml

塩 小さじ1/2杯（3g）
砂糖 大さじ4と1/2杯（40g）
水 約1000ml 

※�

飲
む
点
滴
、
作
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
レ
モ
ン
汁
な
ど
で
風
味

を
つ
け
る
と
飲
み
や
す
い
で

す
。
た
だ
し
、
子
供
で
は
１
日

当
た
り
6
0
0
㎖
、
高
齢
者
で

は
1
0
0
0
㎖
を
限
度
に
し
て

く
だ
さ
い
。

[Child]

子

ぼくは
この春さいた

大きなタンポポの小さい種

大空を見上げながら

そよ風を楽しんでいた

すると
いきなりすごい風がふいた

ぼくは大空に飛ばされた

一しゅん星が見えた

そら高くとんでいった

気がつくとぼくは

ういていた

そよそよとのんびりと

空は気持ちよかった

ふと思った

あれから何日たっただろう

それを考えすぎて

まぶたが重くなりねむって
しまった

目を覚ますと

夜だった

きれいなきれいな

星が見えた

こっちの空も楽しい気持ち
になれた

むねがドキドキした

そして
空のゆめを見ながら

ねむった

目をあけたら

いいにおいの土だった

とてもなつかしかった

なぜかねむった

気がついたら

タンポポになっていた

旅春の

賞状を手に喜ぶ妃利さん
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賀
駅
伝
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
実
は
わ
た
し
の
父
は
昔
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
が
特
技
だ
っ
た
ん
で
す

が
、
自
分
は
そ
の
能
力
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
頑
張
る
し
か
な
い
ん
で
す

ね
。
と
り
あ
え
ず
毎
日
走
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
観
に
来
る
方
は
声
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
今
月
の
表
現
で
す
が
、
い

ろ
い
ろ
な
場
面
で
使
え
る
と
思
い
ま

す
の
で
と
に
か
く
使
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

そ
れ
で
は
、
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
皆
さ
ま
に
と
っ
て
良

い
一
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
っ
て

お
り
ま
す
。

LibraryKushima
[Book]

ひとつひぐれのかくれんぼ、ふたつ
ふしぎなまるいいえ、みっつみつめ
のおじょうさん、レストラン…。1から
10までの数字を使ったちょっぴりこ
わい、かぞえうたの絵本。

埋火最新号が発行されました。市内
１４名の力作に加え、今号では市外
からの投稿も掲載。ぜひ手に取って
ご覧ください。

　今や社会問題となっているうつ病やい
じめ、自殺。心の病に苦しんでいる現代
人は決して少なくありません。何よりも大
切で尊い命に関する本、読むと心が温か
くなる絵本などを集めて展示しています。

1
月
の
テ
ー
マ
展
示

「
心
が
元
気
に
な
る
本
」

「
ち
ょ
っ
ぴ
り
こ
わ
い
ぞ
」

　
高
木 

あ
き
こ
／
う
た

「
埋
火 　
第
７
９
号
」

　
平
田
　
英
徳
／
発
行
人

本
「
今
月
の
新
刊
」

●�串間市立図書館☎72-1177● ��開館＝午前10時〜午後６時●�� 休館日＝毎週月曜日http://www.kushima-lib.jp/

●各自治会・施設・団体を対象にした移動図書館の巡回先を募集中●
移動図書館車で巡回し、その場で本を選んでいただき、本の貸し出しや返却を行います。土日も可。

ハ
ッ
ピ
ー
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
！

　

ま
た
さ
ら
に
寒
く
な
っ
て
き
ま
し

た
ね
。
わ
た
し
は
家
で
毎
日
ヒ
ー

タ
ー
を
使
い
ま
く
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ッ
ト
コ
コ
ア
も
ほ
ぼ
毎
日
の
喜
び

で
す
。

　

12
月
は
す
ご
く
忙
し
か
っ
た
で
す

ね
。
わ
た
し
は
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
の
準
備
を
し
た
り
し
て
バ
タ

バ
タ
で
し
た
。
ち
な
み
に
あ
ん
な
大

き
な
会
で
司
会
す
る
の
が
初
め
て

だ
っ
た
の
で
緊
張
し
ま
し
た
が
無
事

に
終
わ
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
サ
ン

タ
の
姿
を
し
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
を
流
し
た
り
し

て
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
参

加
し
て
く
れ
た
方
々
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
の
ほ
か
に
も
保
育
園
な

ど
で
（
人
生
初
め
て
の
）
餅
つ
き
を

何
回
か
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

日
本
人
は
や
っ
ぱ
り
お
正
月
が
一

番
大
事
な
時
期
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ

だ
と
ク
リ
ス
マ
ス
が
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

よ
り
も
大
切
に
思
わ
れ
て
い
て
、
ク

リ
ス
マ
ス
は
な
る
べ
く
家
族
全
員
で

集
ま
っ
て
一
緒
に
過
ご
し
ま
す
が
、

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
は
友
だ
ち
と
パ
ー

テ
ィ
ー
し
て
酔
っ
払
う
の
が
普
通
だ

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
１
月
13
日
に
あ
る
成
人
祝

■交流員レポート／第9代国際交流員アレックスの日本体験記

This month's
expression   

今月の表現

良い○○を過ごす
have a good ○○
良い一年を過ごしてください。
Please have a good year.

クリスマスパーティーにて

[Pension]

知
年
金

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が

送
付
さ
れ
ま
す

　

平
成
24
年
中
に
厚
生
年
金
保
険
、
国
民

年
金
な
ど
の
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事

由
と
す
る
年
金
を
受
け
と
ら
れ
た
方
に

『
平
成
24
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
』
が
日
本
年
金
機
構
よ
り
１
月
中
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。
所
得
税
の
確
定
申
告
な

ど
で
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

＊�

た
だ
し
、
障
害
年
金
、
寡
婦
年
金
、
遺

族
年
金
は
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
た
め
（
非
課
税
）
源
泉
徴
収

票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
万
一
紛
失
さ

れ
た
場
合
や
未
着
の
お
問
い
合
わ
せ
は

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０

−

05

−

１
１
６
５
）」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

新
成
人
の
み
な
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◎
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入
し
、

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

◎
国
民
年
金（
基
礎
年
金
）３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
老
後
を
支
え
ま
す
（
老
齢
基
礎
年
金
）。

②�

病
気
や
け
が
で
障
が
い
の
状
態
に
な
っ

た
と
き
に
支
え
ま
す
（
障
害
基
礎
年

金
）。

③�

加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
子
の
あ

る
配
偶
者
、
子
を
支
え
ま
す
（
遺
族
基

礎
年
金
）。

世
代
と
世
代
支
え
合
い
の
仲
間
入
り

　

公
的
年
金
制
度
は
、
現
役
世
代
が
納
め

る
保
険
料
で
高
齢
者
の
方
の
年
金
を
負
担

す
る
と
い
う「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」

が
基
本
で
す
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
「
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
」

　

収
入
な
ど
が
な
く
保
険
料
の
支
払
い
が

困
難
な
場
合
は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

（
学
生
の
み
）、「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度｣

（
30
歳
未
満
）
な
ど
の
保
険
料
納
付
猶
予

制
度
が
あ
り
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
市
民
係

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６
、
都
城
年
金

事
務
所
☎
０
９
８
６

−

23

−

２
５
７
１

第
12
回
宮
崎
県
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
選
手
募
集

　

障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
県
民
の
障
が
い
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。

●
期
日
＝
５
月
12
日
（
日
）

●�

資
格
＝
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す

者
と
す
る
。

①
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
で
13
歳
以
上

②�

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
を

所
持
、
ま
た
は
そ
の
取
得
の
対
象
に
準

ず
る
障
が
い
の
あ
る
者

＊
精
神
障
が
い
者
の
部
は
団
体
の
み

③
宮
崎
県
内
に
居
住
し
て
い
る
者

●
競
技
内
容
＝
下
表
の
と
お
り

●�

申
込
方
法
＝
各
種
障
害
者
手
帳
を
持
参

の
う
え
、
自
立
支
援
係
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
（
申
込
書
は
当
係
に
あ
り
）。

●
申
込
締
切
＝
１
月
21
日
（
月
）

[Info]

伝
募
集

福祉保健課自立支援係☎72−０３３３（内線５１0）

●問い合わせ先

※�障がいの区分により、出場できる競技が細かく定められ
ています。詳細はお問い合わせください。

●競技種目

種目

障害種別

身体 知的 精神

個人

陸上競技 ○ ○

水泳 ○ ○

卓球 ○ ○

アーチェリー ○

フライングディスク ○ ○

ボウリング ○

団体

バレーボール ○

ミニバレーボール ○

グラウンドゴルフ ○

余りの風（堀江敏幸）黒猫の薔薇ある
いは時間飛行（森晶麿）５５歳からの
ハローライフ（村上龍）パンドラの鳥篭
（高田崇史）潜伏者（折原一）残り全部
バケーション（伊坂幸太郎）海の見える
街（畑野智美）ふる（西加奈子）ＲＤＧ
６（荻原規子）私はフーイー（恒川光太
郎）眩談（京極夏彦）冷血（高村薫）喪

国（五条瑛）神去なあなあ夜話（三浦
しをん）沈黙のひと（小池真理子）孤愁
（新田次郎）維新銃姫伝（藤本ひとみ）
赦す人（大崎善生）マリアージュ・マリ
アージュ（金原ひとみ）福永武彦新生日
記（福永武彦）何者（朝井リョウ）噂
の女（奥田英朗）逆回りのお散歩（三崎
亜記）シロシロクビハダ（椰月美智子）

　
図書館には

よくお 友 だ ちと
遊びに来ます。本を読

んだり宿題をしたりします。
お話が面白い本が好きで
す。図書館は絵や花が飾っ
てあってお城みたいです。

福島小・２年

山口恵
めぐ

夢
む

さん・
　林優

ゆ

空
ら

さん

図書館に
来ました
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・０９０−８３５０−３４０２
＊�当日は相談のみ受け付けいたし

ます。お問い合わせはご遠慮く
ださい。

●�問い合わせ先＝宮崎県臨床心
理士会（地域貢献事業部中村さ
ん）☎０９８５−58−０７７１

　簿記の基礎を学習し、経営管理
能力を身に付け日商簿記３級の受
験を目指します。
●�日時＝２月４日（月）〜５月

27日（月）毎週月曜・木曜
＊祝日・年末年始は除く
＊時間＝午後７時半〜９時半
●�受講料＝３８，０００円（税・

教材費込み）＊入校時納入
●募集人員＝20名（５名以上開講）
●募集締切＝１月28日（月）
●�問い合わせ先＝日南高等職業訓

練校☎22−２６３３

　10月に市民向けに募集したく
しま「新・ご当地グルメ」の応募
作品の中から、実行委員会や関係
機関が２品のグルメを選定しまし
た。多くの方にご試食・投票して
いただけるよう、今回は会場を成
人式が開催される文化会館前に設
けることにしました。
　新成人、そして一般来場者の皆
さん、グルメコンテストの投票に
ぜひ、ご協力ください。
＊ 投 票 結 果 を も と に “ く し ま
「新・ご当地グルメ」”を発表し
ます。
●�日時＝１月13日（日）午後１時
●場所＝串間市文化会館前広場
●�問い合わせ先＝くしま「新・ご

当地グルメ」開発実行委員会
（串間市観光協会内）☎72−
０４７９

まゆう農協営農指導課☎23−
５０８４、串間市大束農協営農
指導課☎74−１１０１

〜ミツバチを飼育する方へ〜
　すべてのミツバチの飼育者は、
毎年１月中に飼育届の提出が義務
づけられました。
　ただし、趣味の飼育者（ハチミ
ツやミツバチなどを販売されてい
ない方）で、自然巣洞または重箱
式巣箱で飼育されている方は届出
不要です。
　詳細は下記へお問い合わせくだ
さい。
＊�県外で飼育される方は届出対象

です。
●�問い合わせ先＝農林水産課農畜

産係☎内線４２３、南那珂農林
振興局☎23−４３１３

　総務省統計局では平成25年10
月１日を調査日とする住宅・土地
統計調査の実施に当たり、調査
への理解を深めていただくため、
（標語）キャッチコピーを募集し
ます。
●�応募条件＝どなたでも可（総務

省職員を除く）。１人１作品で
未発表のものに限る。

●�応募方法＝はがきまたは電子
メールにて応募。作品・氏名・
性別・年齢・住所・電話番号・
職業（小・中・高校生の場合は
学校名、学年）を明記すること。

●�応募期間＝１月７日（月）〜２
月７日（木）

●�その他＝入選作品の権利は総務
省統計局に帰属します。入選作
品は、作品の趣旨を損なわない
範囲で一部修正する場合あり。
応募作品は返却いたしません。

●�応募・問い合わせ先＝総務省統
計局国勢統計課（住宅・土地
調査広報担当）〒162-8668東
京都新宿区若松町19-1、☎03
−５２７３−１００５、メール
アドレスjyutakuhyogo@soumu.
go.jp

　串間市役所で臨時職員として勤
務を希望する方は事前にご登録く
ださい。
●�募集職種＝一般事務・看護師・

保育士など
●登録期間＝登録した年度内
●任用期間＝最大12カ月
●�勤務時間＝原則午前８時半〜午

後５時15分
●�賃金＝日額５，８００円〜７，

８００円（職種により異なる）
●�採用方法＝面接または書類選考

により採否を決定します。
＊�登録されても必ず採用されると

は限りません。また、採用は選
考によるもので、登録の順番に
よるものではありません。

●�申込方法＝所定の登録申込書ま
たは市販の履歴書に必要事項を
記入の上、郵送または持参。

＊�登録申込書は総務課または市
ホームページにて入手可。

●�問い合わせ先＝総務課職員係☎
内線３１２・３１３

お話してみませんか
　あなた自身のこと、家庭のこと、
学校のこと、職場のこと…。だれ
に話したらいいのか、どこに相談
したらいいのか、心配ごとや悩み
ごとをかかえている方、ひとりで
悩んでいませんか。
　経験豊かな臨床心理士がお話を
うかがいます。
●日時＝１月27日（日）
＊午前９時〜午後５時まで
●電話番号（相談）
・０８０−４２７６−３４０１

夜間簿記３級コース受講生募集

お知らせの
ページ
市役所の代表電話 ☎0987ー72ー1111

Information
が懸念されています。このミカン
バエは日本在来のミバエで、温州
みかんやポンカン、きんかん、小
み か ん な ど
の か ん き つ
類 に の み 寄
生します。

＊提供：山口県農林総合技術センター
　主な発生源は放任園や管理不良
園で、被害は成虫がミカンの果実
に産卵し、幼虫が果肉に食い込む
ため、商品価値を大きく損なわせ
収量減につながります。
　また、外観上被害果実の見分け
がつかないため、寄生果実が出荷
される恐れがあります。
　このため、対策としては、８月
〜９月の防除の徹底のほか、放任
園や管理不良園（庭先園を含む）
の伐採なども必要になってきます。
ただし、発生園では一気に伐採す
ると翌年周辺へ被害が拡大する恐
れがあるので、伐採については下
記問い合わせ先にご相談ください。
被害果の見分け方
　通常着色は果実の下（へそ）か
ら上（成り口）に向けて着色しま
すが、被害果は成り口付近が赤く
色づきます。また、被害果は正常
な果実より着色が早く、11月以
降には幼虫が脱出した孔も見られ
ます。

　もし、写真のような被害果、ま
たは発生園に気付いたり、不明な
点がありましたら、至急ご連絡・
ご相談ください。
●�問い合わせ先＝農林水産課☎内

線４２４、南那珂農業改良普及
センター☎21−９５５０、は

　集合住宅にお住まいの方の住民
票に方書きを記載し、すでに記載
されている方につきましても方書
きの名称を統一します。
　平成22年10月1日から集合住
宅などにお住まいの方の住民票に
方書き（アパート名、部屋番号）
の記載を行っておりますが、同じ
集合住宅内で方書きの記載がされ
ている世帯と記載がされていない
世帯があります。また、すでに記
載されている方書きが異なってい
るなど統一されておりません。
　そのため、方書きの記載・修正
を行います。公営住宅にお住まい
の方から順次、方書きの記載内容
を記した案内を送付させていただ
きますので、ご確認をよろしくお
願いいたします（ご案内は変更の
ある方のみです）。
　方書きの記載・修正は随時行っ
ていきますが、担当課にて対応い
たしますので、住民の方に直接窓
口に来ていただく必要はありませ
ん。ご不明な点はお問い合わせく
ださい。
●�問い合わせ先＝市民生活課市民

係☎内線２２１・２２２

ラストチャンスです！
　夏忙しく受診の機会を逃してし
まったあなた。追加検診が決定し

ました。今年度受診できる最後の
チャンスです。串間は胃がんにか
かる方が多い地域です。症状が
あってもなくても、40歳以上の
皆さんこの機会にぜひ受診を！ 
がん検診は完全予約制です。お早
めにご予約ください。
●日時＝１月18日（金）
＊午前8時〜正午
●場所＝大束公民館
●�問い合わせ・予約先＝福祉保

健課健康増進係72−０３３３
（内線５０７）

　所得税、地方税上の障害者控除
または特別障害者控除は、障害者
手帳などの交付を受けている方
が対象となっています。しかし、
65歳以上の方で、身体障害者な
どに準ずる者として福祉事務所長
が認定した場合には、障害者控除
または特別障害者控除を受けるこ
とができます。
●�対象者＝市内在住の65歳以上

で次のいずれかに該当する方
・�身体障害者手帳の交付を受けて

いる方と同等の障害程度の方
・�療育手帳の交付を受けている方

と同等の障害程度の方
・�常に就床を要し、複雑な介護を

要する寝たきりの方
＊�認定を受けるには申請が必要と

なります。身体障害者手帳など
をすでにお持ちの方、本人また
は扶養者が非課税で申告する必
要のない方は該当しません。

●�認定の申請に必要なもの＝申請
書（福祉事務所にあり）、印鑑

●�問い合わせ先＝福祉保健課自立
支援係☎72−０３３３（内線
５１４）

〜かんきつの害虫対策に
　　　　　　ご協力ください〜
　かんきつ園の管理不良園増加に
伴い、「ミカンバエ」の発生増加

お知らせ

胃がん・大腸がん
追加検診決定

かんきつを栽培している
皆さんへ

串間市臨時職員登録の
お知らせ

みんなで投票しよう
くしま「新・ご当地グルメ」
コンテスト

改正養蜂振興法が
平成25年１月１日から
施行されます

市民生活課からのお知らせ 障害者控除対象者認定について

キャッチコピー募集

募　集
イベント

第14回こころの健康電話相談
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武田龍
りゅう
空
く
くん

日本一になった串間の牛みたいに

立派に育ってね！

このページは読者の皆さんからの
声にふれあう場です。

いろいろな声をお寄せください。

読者のページ
くしまにあ
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今
月
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
11

月
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
お
便

り
を
中
心
に
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

秋
の
風
物
詩
コ
ス
モ
ス

●
く
ろ
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん

も
も
色
の
コ
ス
モ
ス
と
白

色
の
コ
ス
モ
ス
す
て
き

で
す
。
来
年
こ
そ
は
マ
イ
花
壇

に
咲
か
せ
て
み
よ
う
と
苗
を
も

ら
っ
て
き
て
植
え
ま
し
た
。
今

年
の
花
が
種
を
つ
く
っ
て
く
れ

る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

季
節
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
花
。

春
は
桜
。
夏
は
ひ
ま
わ
り
。
秋
は

コ
ス
モ
ス
。
冬
は
シ
ク
ラ
メ
ン
の

花
を
買
っ
て
花
に
元
気
を
も
ら

い
ま
し
た
。
毎
日
毎
日
、
真
っ
赤

な
シ
ク
ラ
メ
ン
を
見
て
お
し
ゃ

べ
り
を
し
て
い
ま
す
。

ペ
ン
を
と
っ
て
い
る
わ
た
し

の
す
ぐ
そ
ば
で
、
シ
ク
ラ
メ
ン

が
見
て
く
れ
て
い
ま
す
。
風
邪

を
ひ
か
な
い
よ
う
に
過
ご
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

四
季
折
々
の
花
。
素
敵
で
す
よ

ね
。
し
か
し
育
て
る
と
な
る
と
な

か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。
わ

た
し
も
観
葉
植
物
を
育
て
て
い

ま
す
が
愛
情
深
く
面
倒
を
み
て

い
な
い
と
す
ぐ
に
ご
機
嫌
を
損

ね
て
し
ま
い
ま
す
（
笑
）。
マ
イ

花
壇
が
成
功
す
る
こ
と
を
祈
っ

て
お
り
ま
す
。

涙
が
教
え
る
も
の

●
百
野
達
夫
さ
ん

涙
っ
て
不
思
議
な
も
の
で

あ
る
。
う
れ
し
く
て
も
、

悲
し
く
と
も
同
じ
目
か
ら
出
て

く
る
。
感
情
の
高
ま
り
か
ら
の

発
生
だ
か
ら
、
脳
内
の
込
み
入
っ

た
組
織
の
中
で
涙
の
仕
分
け
に

は
神
様
も
困
っ
た
の
だ
ろ
う
。

悲
し
み
か
ら
く
る
涙
は
強
く
、

強
烈
で
あ
る
ほ
ど
に
周
り
の
人

の
涙
を
誘
う
。

先
日
、
友
人
の
嫁
い
で
い
る

長
女
（
48
歳
）
の
主
人
（
50
歳
）

が
急
死
さ
れ
た
。
小
・
中
高
生

３
人
の
子
ど
も
た
ち
を
残
し
て

の
帰
ら
ぬ
旅
路
。
突
然
の
悲
運

に
一
家
の
大
黒
柱
を
失
っ
た
遺

族
。
葬
式
に
参
列
し
た
。
遺
族

の
悶
え
泣
き
崩
れ
る
情
景
に
会

葬
者
は
貰
い
泣
き
の
涙
々
々
。

流
す
涙
は
場
所
や
環
境
、
置

か
れ
た
立
場
や
思
い
で
様
々
に

変
わ
る
。
確
か
に
心
は
見
え
な

い
が
心
遣
い
は
見
え
る
だ
け
に
、

人
の
心
を
動
か
す
姿
に
感
動
す

る
こ
と
も
多
い
。
悔
し
涙
は
身

震
い
し
た
思
い
が
強
い
だ
け
に

長
く
残
る
の
は
否
め
な
い
。
か

た
や
嬉
し
涙
は
感
動
で
き
っ
ぱ

り
と
心
を
洗
い
流
し
て
く
れ
る

の
で
少
々
残
り
に
く
い
の
で
は

な
い
か
。

だ
か
ら
、
あ
ん
な
、
こ
ん
な
の

状
況
を
見
回
す
と
、
悔
し
涙
も

嬉
し
涙
も
詰
ま
る
と
こ
ろ
、
他

の
動
物
に
は
見
ら
れ
ぬ
人
間
特

有
の
、
感
情
の
高
ま
り
を
表
現

す
る
機
能
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。

せ
っ
か
く
、
神
様
か
ら
授
か
っ

た
宝
物
。
後
生
大
事
に
使
い
続

け
た
い
も
の
で
あ
る
。

涙
っ
て
本
当
に
不
思
議
で
す

ね
。
同
じ
も
の
の
は
ず
な
の
に
、

流
し
た
と
き
の
気
持
ち
や
周
囲

の
人
の
感
じ
方
も
ま
る
で
違
う
。

『
笑
う
』
と
い
う
行
動
も
人
間
に

し
か
な
い
行
動
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
笑
っ
た
り
、
泣
い
た
り
。

楽
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
悲

し
い
こ
と
が
あ
っ
た
り
し
て
人

は
生
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

お
や
じ
の
会
の
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

手
書
き
の
と
っ
て
も
か
わ
い

ら
し
い
お
手
紙
で
す
。
こ
の
お

手
紙
、
大
束
小
学
校
の
図
書
委

員
の
皆
さ
ん
か
ら
『
お
や
じ
の

会
』（
武
田
秀
一
会
長
・
16
名
）

へ
送
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

『
お
や

じ
の
会
』
と
は
大
束
小
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
Ｏ
Ｂ
の
会
。
ご
自
分

た
ち
で
作
っ
た
野
菜
を
販
売
し

た
お
金
を
集
め
て
、
寄
付
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
お
金
は
図
書

購
入
費
と
し
て
使
わ
れ
、
子
ど

も
た
ち
が
読
む
本
へ
と
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。
図
書
館
に
は
寄

贈
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
身
近
な
本
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
手
紙

は
今
後
、
大
束
中
央
公
民
館
に

展
示
予
定
で
す
。

温
泉
の
再
開
お
め
で
と
う

●
タ
ン
ポ
ポ
さ
ん

串
間
温
泉
が
再
開
さ
れ
、
７

カ
月
振
り
に
行
く
。
入
口

で
は
ま
だ
お
祝
い
ム
ー
ド
に
包

ま
れ
て
、
真
新
し
い
花
輪
が
行

儀
よ
く
並
ん
で
迎
え
て
く
れ
た
。

受
付
も
懐
か
し
く
、
ふ
と
横
を
見

る
と
祝
い
に
贈
ら
れ
た
と
み
ら

れ
る
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
が
キ
レ
イ

に
飾
っ
て
あ
る
。
早
々
に
風
呂

へ
入
る
。
風
呂
場
で
は
新
し
い

湯
桶
に
い
す
、
そ
し
て
脱
衣
籠

と
す
べ
て
取
り
換
え
ら
れ
、
他

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
宮
崎
に
来

る
ま
で
は
お
互
い
顔
も
知
ら
な

か
っ
た
の
に
、
こ
ん
な
に
温
か
く

迎
え
て
く
れ
る
な
ん
て
思
っ
て

も
な
か
っ
た
で
す
。
朝
も
暖
か
く

て
、
宮
崎
の
人
た
ち
み
ん
な
も
温

か
い
し
、
仲
良
し
だ
し
本
当
に
本

当
に
感
動
し
ま
し
た
。
何
も
つ

な
が
り
が
な
か
っ
た
け
ど
宮
崎

に
来
て
か
ら
は
宮
崎
の
こ
と
が

大
好
き
に
な
り
ま
し
た
！ 

わ
た

し
た
ち
を
宮
崎
に
招
待
し
て
く

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

合
唱
部
の
日
誌
に
２
年
生
が
「
卒

業
旅
行
は
串
間
で
決
ま
り
（
笑
）」

と
書
い
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。

機
会
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
ま
た
宮

崎
で
み
ん
な
と
再
会
し
た
い
で

す
。
だ
か
ら
絶
対
、
こ
の
宮
崎

で
の
素
敵
な
思
い
出
は
忘
れ
ま

せ
ん
。
み
ん
な
も
わ
た
し
た
ち

の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
！ 

み
ん
な
お
元
気
で
！

10
月
に
あ
っ
た
福
島
県
立
福

島
高
校
と
の
交
流
事
業
で
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
さ
れ
た
生
徒
さ
ん
か

ら
の
お
手
紙
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
本
当
に
串
間
の
こ
と
を
大

好
き
に
な
っ
て
く
れ
た
様
子
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。

の
温
泉
へ
行
っ
た
よ
う
な
気
が

し
た
。
で
も
変
わ
ら
な
い
の
は
、

す
べ
す
べ
つ
や
つ
や
の
泉
質
で
、

と
て
も
う
れ
し
く
て
涙
が
出
そ

う
で
あ
っ
た
。
夕
方
な
の
で
ゆ
っ

く
り
と
電
気
風
呂
に
浸
か
り
、
心

ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
で
く
る
。
志

布
志
市
の
友
人
へ
再
開
の
知
ら

せ
の
は
が
き
を
出
し
て
お
い
た

の
で
来
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
ま
た
入
浴
助
成
券
を
使
用
で

き
る
の
で
良
か
っ
た
。
欲
を
言

え
ば
、
温
泉
バ
ス
の
運
行
を
願
っ

て
い
る
次
第
。
こ
れ
か
ら
多
く

の
お
客
さ
ん
利
用
と
、
い
こ
い

の
里
温
泉
の
発
展
を
お
祈
り
し

て
帰
途
に
つ
く
。

新
し
く
な
っ
た
い
こ
い
の
里
を

堪
能
さ
れ
た
ご
様
子
。
こ
ち
ら
ま

で
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
今
後
も

ど
ん
ど
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い
ね
。

秋
山
小
学
校
の
皆
さ
んへ

●
長
崎
市
立
山
里
小
学
校
の
皆
さ
ん

毎
年
、
山
里
小
学
校
に
千
羽

鶴
を
折
っ
て
送
っ
て
く

だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
わ
た
し
た
ち
も
毎
年
、
平

和
学
習
や
平
和
祈
念
集
会
を
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
、

他
の
世
界
で
戦
争
を
し
て
い
る

国
が
あ
る
の
で
世
界
中
が
平
和

に
な
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
送
っ
て
く
れ
た
折
り

鶴
は
、
き
っ
と
戦
争
で
亡
く
な
っ

た
人
々
も
う
れ
し
く
思
う
と
、
わ

た
し
は
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
く
し
ま
９
月
１
日
号
に
掲

載
し
た
、
秋
山
小
学
校
か
ら
長
崎

市
立
山
里
小
学
校
へ
の
千
羽
鶴
の

贈
呈
。
感
謝
の
気
持
ち
に
あ
ふ
れ

た
お
手
紙
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
お
手
紙
は
宮
崎
県
原
爆
被
害

者
の
会
が
発
行
し
た
『
平
和
の
あ

か
り
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
九
州
各
地
の
小
学
校
に
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
秋
山
小
学
校

は
公
益
社
団
法
人
小
さ
な
親
切
運

動
本
部
よ
り
、
こ
の
活
動
が
評
価

さ
れ
「
小
さ
な
親
切
実
行
章
」
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

●�

福
島
県
立
福
島
高
校
合
唱
部

の
生
徒
さ
ん

こ
ん
に
ち
は
！ 

そ
し
て
お

久
し
ぶ
り
で
す
。
先
週
は

福
島
か
ら
来
た
わ
た
し
た
ち
を

泊
め
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と

じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

◎伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
◎Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

メッセージ・写真投稿コーナー
お誕生のお祝いや、感謝の気持ちをメッセージにして贈りませんか。また、
あなたが撮影した写真（人・風景・ペットなんでも可）もぜひ、お送りください。

3 人の未来が輝かしいものでありますよ
うに。左から

『食べるの大好き、お兄ちゃん大好き圭
けい

太
た

』

『乗り物大好き、ジジババ大好き翔
しょう

志
し

郎
ろう

』

『躍るの大好き、パパ大好き芽
め

彩
い

』

●圭太・翔志郎・芽彩ママ
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毎日の散歩コースからのぞむ景色。
遠くＪＲの列車が通る。何気ない自然の中に、四季折々の植物が息づく。

第16回榊原琴美舞踊研究所
高野正子の会
美しい舞いをお楽しみください。
ご近所お誘い合わせの上、ぜひご来場ください。
◎日時＝１月20日(日)　午後１時開演
◎入場料＝無料
ご予約承り中です
新年会や各種宴会はどうぞ串間温泉いこいの里で！
現在、ご予約承り中です。
休館日のご案内
１月の休館日は16日(水)です。

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888
串間市役所総合政策課
情報政策係　行

（No.926/2013.1）

F R O M  E D I T O R ' S

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいか
しましょう。

1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明
るいまちをつくりましょう。

1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな
住みよいまちをつくりましょう。

1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こ
どもに夢と、しあわせをあたえましょう。

1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

◎市の木/そてつ◎市の花/かんな
◎市の鳥/めじろ◎市の花木/山桜

◎人口 19,780人（前月比-14人）
　男9,166人　　女10,614人
　世帯数8,346世帯

市民
憲章

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

おたより待ってます
◎�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、
掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなたの身近
な出来事、何でも好きなことを書いてください。

（平成24年12月1日現在）
＊平成22年度国勢調査からの推計人口です。

12月９日に笠祇小であった収穫祭。本紙８
ページでご紹介したもちつき以外にも多く
の行事が行われました。今回の収穫祭には
来年入学予定の２人も参加し、上級生に教
わりながら楽しく作業をしました。おもちと
一緒に作った豚汁には、子どもたちが学校
の畑で作った野菜がいっぱいです。おいし
い昼食の後には、収穫の喜びを短歌にして
発表する『笠っ子探検隊』をはじめ『てべ
す踊り』やグラウンドゴルフ大会など地域
のお年寄りも一緒に楽しめるお祭りでした。

笠祇小学校の皆さん

小学校にお邪魔する取材が多かった。
以前話した子たちが覚えてくれて

いると、すごくうれしい。仲良くなると
色んなことを話してくれる。好きな場所、
友だちのこと。まるで宝物を自慢するか
のよう。なんだか懐かしく感じた。（シ）

新しい年を健康で迎えることができ
てうれしい。身体のどこかに不調

があったり、家族のだれかが病気だった
りすると心が晴れない。家族みなが健康
で、毎日ともに食卓を囲めますように…
普通のことだけど一番の切なる願い（サ）

イ ベ ン ト の お 知 ら せ

◎
島
田
さ
つ
き

串
間
の
地
で

心
豊
か
に
生
か
さ
れ
て

しまださつき
（58歳）
　大束地区・中別府
在住。串間市都井に
生まれ福島高校を卒
業後、東京で６年間、
長崎で２年間のＯＬ
生活を送る。昭和57
年に会社員の夫と結
婚。４人の子どもに恵
まれる。１．２ヘクター
ルの甘しょ栽培に携
わっている。平成21年
よりＪＡ大束女性部
長を務める。

Profile

随　想

今から32年前、６年間の東京生活を終え長崎での勤
務３年目だったわたしは、父危篤の連絡を受け都井

に帰省した。後日、父は帰らぬ人となってしまったが、その葬
式に参列した母の従妹の縁結びで見合いをした。半年後に
は結婚して現在に至る。あの帰省がなければ、今のわたしは
ない。父が導いてくれたのだと思う。
　その父は稲作と１ヘクタールのポンカン栽培で兄妹６人を育
ててくれた。わたしたちが小さいころからパパイヤやパッション
フルーツなどの新しい作物を導入するなど、ワクワク楽しい農
業をしていた人だった。そんな父の姿を見て育ったわたしは
甘しょ作りの兼業農家の嫁としてしっかりと根を下ろし、充実
した日 を々過ごして来た。ここ大束・中別府地区は自然豊
かで四季を通しての楽しみが多い。近所とのふれあいも多く、
３世代同居の温かい環境で成長した４人の子どもたちも故郷
串間が大好きな大人になった。
　現在、わたしはＪＡ串間市大束の女性部長をさせていた
だき４年目である。女性部は年間を通して行事が多い。家
庭菜園コンクール、食育の一環として大束小との甘しょ料理
教室、青年部と連携した芋掘り大会時の芋料理提供、趣
味の陶芸教室や一閑張りかご作りなど、ほかにもたくさんある。
繁忙期には時間の制約もあり、正直大変だ。しかし、楽し

く勉強になることの方が多い。達成感に加え同じ甘しょ作りの
仲間たちと一緒に語り、歌い、踊ることが何よりの楽しみである。
　また、毎日新聞のペンクラブ活動も楽しみの一つ。月に１
度、投稿用の作品を持ち寄っての合評会が開かれる。こち
らの方もお食事やおしゃべり優先の劣等生であるが、今年
12 年目を迎えた。さらに、一昨年からは串間の同人誌『埋
火』の仲間に入れていただいている。毎回、〆切間近に
ならないと尻に火のつかない計画性のなさに自己嫌悪に陥り
ながらも続けているのは、書いて残したい伝えたい想いがあ
るからだ。
　初投稿では平成 22 年６月に89 歳で逝った義母のこと、
次には８カ月後に後を追うように旅立った96 歳の義父のこと
など、忘れられない数々の思い出を感謝の気持ちを込めて
綴った。そんな場を与えていただいたことをありがたいと思う。
大先輩方のご指導の下、これからも楽しく続けていきたい。
　『神様に一番近い仕事』とも言われ、天職と思える農業
に携わりながら、その他の活動も楽しくさせてもらえるわたしは
本当に幸せだと思う。そして、何より父が導いてくれた人（夫）
は当時と変わらず（髪の毛だけはなくなったが）男らしく広い
心で見守ってくれている。これからも微力ながら串間の元気
作りに役立ちたい。

〒888-0008 宮崎県串間市本城987
営業時間：午前10時〜午後10時　定休日：毎月第３水曜日

TEL 0987-75-2000

いこいの里リニューアルオープン!!
つるつるの温泉で体の芯からお温まりください
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まるで夢の国。県南病院イルミネーション。

＊短歌、俳句の投稿は
■短歌 野辺 俊子さん（☎72-3300）
■俳句  本田 義男さん（☎72-5280）
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に
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や
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の
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よ
り
先
に
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り
く
る
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宅
街
を
歩
き
行
く
時
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ごよみ


